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紀 南 家 畜 保 健 衛 生 所

○ 山 本 敦 司 吉 川 克 郎

【 背 景 お よ び 目 的 】

平 成 17 年 （ 2005） に 副 作 用 情 報 と し て 顔 面 腫 脹 を 呈 す る 鶏 の 報 告

が あ り 、 そ れ ま で に も 数 件 の 報 告 が な さ れ て い る 。 2) ､ 3 ) ､ 4 ) ､ 5) ､ 6 )こ の

顔 面 腫 脹 を 引 き 起 こ す 肉 芽 腫 は 、 不 活 化 ワ ク チ ン に 含 ま れ る オ イ ル

ア ジ ュ バ ン ト に 起 因 す る ア ジ ュ バ ン ト 肉 芽 腫 で あ る と 解 明 さ れ て い

る 。 ア ジ ュ バ ン ト 肉 芽 腫 と は 、 ア ジ ュ バ ン ト ワ ク チ ン を 接 種 し た と

き に 起 こ る 肉 芽 腫 の こ と で あ る 。 通 常 は そ の 後 徐 々 に 小 さ く な っ て

瘢 痕 化 し 、次 第 に 吸 収 さ れ 、消 失 す る 。し か し 、接 種 失 宜 等 に よ り 、

鶏 が 顔 面 腫 脹 を 呈 し 、 問 題 と な る こ と も あ る 。

最 近 で は 、 孵 卵 場 で ワ ク チ ン 接 種 済 の 大 雛 を 導 入 す る 採 卵 養 鶏 農

家 が 主 流 で あ り 、 初 生 雛 か ら 各 ワ ク チ ン を 接 種 し 、 育 雛 す る 採 卵 養

鶏 農 家 は 少 数 派 に な り つ つ あ り 、 こ の よ う な 事 例 が お こ る こ と も 少

な い と 思 わ れ た 。

今 回 、 管 内 １ 養 鶏 場 に お い て 、 不 活 化 ワ ク チ ン 接 種 が 原 因 と 思 わ

れ る 多 数 の ア ジ ュ バ ン ト 肉 芽 腫 が 発 生 し た の で 、 そ の 概 要 と 、 今 後

の ワ ク チ ン 接 種 に 対 す る 農 家 指 導 を 目 的 と し て 実 施 し た 再 現 試 験 に

つ い て 報 告 す る 。

【 発 生 概 要 】

平 成 24 年 6 月 中 旬 、 採 卵 鶏 1600 羽 飼 養 す る 管 内 1 養 鶏 場 に お い

て 死 亡 鶏 は な い が 顔 が 腫 れ て い る 採 卵 用 育 成 鶏 が 多 数 見 ら れ る と の

通 報 が あ り 、 立 入 検 査 を 実 施 し た 。 鶏 種 は ボ リ ス ブ ラ ウ ン で 、 育 成

鶏 舎 520 羽 中 約 100 羽 に 顕 著 な 顔 面 腫 脹 が 認 め ら れ た （（（（ 写 真 １写 真 １写 真 １写 真 １ ，，，， ２２２２ ，，，，

３ ， ４３ ， ４３ ， ４３ ， ４ ））））。 死 亡 鶏 は な か っ た 。 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ 簡 易 検 査 で 陰 性 を

確 認 後 、 当 初 、 頭 部 腫 脹 症 候 群 等 を 疑 い 病 性 鑑 定 を 実 施 し た 。

【 材 料 お よ び 方 法 】

１ ． 野 外 発 生 事 例

顕 著 な 顔 面 腫 脹 を 呈 し た ボ リ ス ブ ラ ウ ン （ 98 日 齢 ） 3 羽 、 他 に 血

清 10 検 体 、 気 管 ス ワ ブ 10 検 体 、 ク ロ ア カ ス ワ ブ 10 検 体 を 材 料 に 、

細 菌 検 査 、 ウ イ ル ス 検 査 、 抗 体 検 査 お よ び 病 理 組 織 学 的 検 査 を 実 施

し た （ 表 １ ）。

表 １ 野 外 発 生 事 例 の 材 料 と 検 査 方 法

○ 材 料 ボ リ ス ブ ラ ウ ン 98 日 齢 ： 発 症 鶏 3 羽



血 清 、 気 管 ・ ク ロ ア カ ス ワ ブ ： 各 10 検 体

○ 細 菌 検 査 心 、 肺 、 肝 、 脾 、 全 血 、 顔 面 腫 脹 部 皮 下 ス ワ ブ を

血 液 寒 天 、 DHL 寒 天 、 チ ョ コ レ ー ト 寒 天 に

ス タ ン プ 。37 ℃ 24 ～ 48 時 間 、好 気 ・ 微 好 気 培 養 。

○ ウ イ ル ス 検 査

・ ウ イ ル ス 分 離 気 管 ス ワ ブ 、 ク ロ ア カ ス ワ ブ を 10 日 齢 発 育 鶏 卵

接 種 。 37 ℃ 6 日 間 孵 卵 。

・ PCR 検 査 気 管 ス ワ ブ 、 気 管 乳 剤 上 清 、 腎 乳 剤 上 清 か ら RNA

抽 出 。 ト リ メ タ ニ ュ ー モ ウ イ ル ス の RT-PCR 検 査 。

・ 抗 体 検 査 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ ： ゲ ル 内 沈 降 反 応

ト リ メ タ ニ ュ ー モ ウ イ ル ス ： 中 和 試 験

○ 病 理 組 織 学 的 検 査 HE 染 色 、 PAS 染 色 、 脂 肪 染 色 （ ズ ダ ン Ⅲ ）

ワ ク チ ネ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム

H24.3.15 7d ND･ IB 生 飲 水 投 与

H24.3.30 22d POX 生 翼 膜 接 種

H.24.4.3 26d IBD 生 飲 水 投 与

H24.5.25 78d ND･ IB･ IC(*) ｵｲﾙ 皮 下 接 種

H24.6.14 98d サ ル モ ネ ラ ｵｲﾙ 皮 下 接 種

こ の 時 、 顔 面 腫 脹 に 気 づ く

＊ ： 用 法 ・ 用 量 ： 5 週 齢 以 上 の 鶏 の 頚 部 中 央 部 の

皮 下 に 1 羽 当 た り 0.5mL を 注 射 す る 。

採 卵 鶏 又 は 種 鶏 を 廃 鶏 と し て 食 鳥 処 理 場 へ 出 荷 す る

場 合 は 、 本 剤 は 出 荷 前 20 週 間 は 使 用 し な い こ と 。

２ ． 再 現 試 験

ボ リ ス ブ ラ ウ ン （ 504 日 齢 ） 40 羽 （ Ⅰ ）、 ジ ュ リ ア （ 446 日 齢 ） 40

羽 （ Ⅱ ） を 用 い て 、 各 8 区 の 試 験 区 を 設 定 し 、 成 鶏 用 飼 料 を 不 断 給

餌 で 28 日 間 飼 養 し た 。 試 験 期 間 中 は 臨 床 症 状 を 観 察 し 、 試 験 前 、

試 験 中 間 、 試 験 後 に 採 血 し 、 接 種 部 位 の 違 い に よ る 抗 体 上 昇 へ の 影

響 を み る た め NDHI を 実 施 し た 。 試 験 終 了 後 、 症 状 を 呈 し た 試 験 鶏

を 病 性 鑑 定 に 供 し た （ 表 ２ ）。

表 ２ 再 現 試 験 方 法

○ 試 験 鶏 ⅠⅠⅠⅠ ボ リ ス ブ ラ ウ ン 504 日 齢 計 40 羽

ⅡⅡⅡⅡ ジ ュ リ ア 446 日 齢 計 40 羽

○ 試 験 区 分 （ 写 真 ５ 、 注 ） Ⅰ Ⅱ（ 写 真 ５ 、 注 ） Ⅰ Ⅱ（ 写 真 ５ 、 注 ） Ⅰ Ⅱ（ 写 真 ５ 、 注 ） Ⅰ Ⅱ

① 頚 部 肩 部 寄 り 背 側 皮 下 ﾜｸﾁﾝ 0.5mL 5 羽 5 羽



② 頚 部 肩 部 寄 り 背 側 皮 下 生 食 0.5mL 5 羽 5 羽

③ 頚 部 肩 部 寄 り 背 側 筋 肉 ﾜｸﾁﾝ 0.5mL 5 羽 5 羽

④ 頚 部 肩 部 寄 り 背 側 筋 肉 生 食 0.5mL 5 羽 5 羽

⑤ 頚 部 頭 部 寄 り 背 側 皮 下 ﾜｸﾁﾝ 0.5mL 5 羽 5 羽

⑥ 頚 部 頭 部 寄 り 背 側 皮 下 生 食 0.5mL 5 羽 5 羽

⑦ 頚 部 頭 部 寄 り 背 側 筋 肉 ﾜｸﾁﾝ 0.5mL 5 羽 5 羽

⑧ 頚 部 頭 部 寄 り 背 側 筋 肉 生 食 0.5mL 5 羽 5 羽

※ ワ ク チ ン は 発 生 農 家 の オ イ ル ア ジ ュ バ ン ト ワ ク チ ン を 使 用 。

○ 試 験 期 間 28 日 間

○ 調 査 項 目 臨 床 症 状 NDHI（ 試 験 の 前 、 中 間 、 後 の 3 回 ）

試 験 後 は 発 症 鶏 を 中 心 に 野 外 発 生 事 例 と 同 様 に 病 性 鑑 定 。

注 ： 頚 部 肩 部 寄 り 背 側 と は 、 両 肩 関 節 と 背 線 の 交 差 付 近

頚 部 頭 部 寄 り 背 側 と は 、 頭 蓋 後 頭 部 の 関 節 付 近

【 成 績 】

１ ． 野 外 発 生 事 例

1)剖 検 所 見

野 外 発 生 事 例 の 剖 検 所 見 で は 、 両 側 又 は 左 側 の 顔 面 腫 脹 部 皮 下

及 び 頭 部 皮 下 に 粟 粒 大 の 黄 白 色 結 節 が 多 数 認 め ら れ た（（（（ 写 真 ６写 真 ６写 真 ６写 真 ６ ））））。

鼻 腔 に は 特 異 所 見 な し （ 写 真 ７（ 写 真 ７（ 写 真 ７（ 写 真 ７ ））））。

2)細 菌 、 ウ イ ル ス 、 抗 体 検 査

病 原 体 の 関 与 は 認 め ら れ な か っ た 。

3)病 理 組 織 学 的 検 査

HE 染 色 で は 顔 面 腫 脹 部 及 び 頭 部 皮 下 組 織 で 皮 下 粘 膜 組 織 に 肉

芽 腫 が 多 数 形 成 さ れ 、 リ ン パ 球 高 度 浸 潤 、 偽 好 酸 球 浸 潤 、 結 合 組

織 増 生 、 線 維 芽 組 織 細 胞 増 生 し 、 一 部 肉 芽 組 織 様 を 呈 し た （ 写 真（ 写 真（ 写 真（ 写 真

８ ， ９８ ， ９８ ， ９８ ， ９ ））））。 肉 芽 腫 中 心 部 に は 壊 死 巣 も 見 ら れ た （ 写 真 １ ０（ 写 真 １ ０（ 写 真 １ ０（ 写 真 １ ０ ））））。

腫 脹 部 以 外 に は 特 異 な 所 見 は 認 め ら れ な か っ た 。

脂 肪 染 色 で は 顔 面 腫 脹 部 及 び 頭 部 皮 下 組 織 で 多 数 の 肉 芽 腫 に お

い て 、 中 心 部 の 壊 死 巣 に ズ ダ ン Ⅲ 陽 性 顆 粒 認 め ら れ た （ 写 真 １（ 写 真 １（ 写 真 １（ 写 真 １

１１１１ ））））。 こ れ は 、 オ イ ル ア ジ ュ バ ン ト の 影 響 に よ る も の と 推 察 さ れ

た 。

4)診 断

以 上 の こ と か ら 、 オ イ ル ア ジ ュ バ ン ト ワ ク チ ン 接 種 に よ る 顔 面



及 び 頭 部 皮 下 組 織 の ア ジ ュ バ ン ト 肉 芽 腫 と 診 断 し た 。

今 回 の 事 例 の 発 生 原 因 は 、 ① ワ ク チ ン に よ る 副 反 応 、 ② ワ ク チ

ン 接 種 時 の 失 宜 （ 本 来 鶏 の 頸 部 中 央 部 皮 下 に 接 種 す べ き で あ る と

こ ろ を 、 筋 肉 あ る い は 頸 部 の 上 部 （ 頭 側 ） に 接 種 ） の い ず れ か と

考 え ら れ る が 、 こ の 時 点 で ど ち ら に よ る か に つ い て は 確 定 で き て

い な い 。 よ っ て 、 こ れ ら を 含 め て 今 後 の ワ ク チ ン 接 種 に 対 す る 農

家 指 導 を 目 的 と し て 、 再 現 試 験 を 実 施 し た 。

併 せ て 、 薬 事 法 第 ７ ７ 条 の ４ の ２ 第 ２ 項 に 基 づ き 、 副 作 用 等 の

報 告 を 実 施 し た 。

２ ． 再 現 試 験

1)臨 床 症 状 （ 2 鶏 種 共 通 ）

接 種 2 日 目 よ り 顔 面 腫 脹 が 頭 部 皮 下 接 種 の ⑤ 区 に お い て 認 め ら

れ 始 め 、 最 終 的 に ⑤ 区 の み で 全 羽 に 顔 面 腫 脹 が 認 め ら れ た （ 写 真（ 写 真（ 写 真（ 写 真

１ ２ ， １ ３１ ２ ， １ ３１ ２ ， １ ３１ ２ ， １ ３ ））））。 ま た 、 産 卵 率 も ワ ク チ ン 接 種 区 （ ① ③ ⑤ ⑦ ） 全 て

に お い て 2 週 間 で 0%と な っ た が 、 そ の 後 2 週 間 で 回 復 し た 。

そ こ で 、 頭 部 皮 下 接 種 の ⑤ 区 と 、 対 照 と し て 頭 部 筋 肉 接 種 の ⑦

区 の 各 3 羽 を 病 性 鑑 定 に 供 し た 。

2)剖 検 所 見

⑤ 区 ： 左 右 眼 瞼 周 囲 が 腫 脹 し 、 そ の 内 部 は 粘 液 貯 留 し 、 硬 化 し

た チ ー ズ 様 物 及 び 黄 白 色 粟 粒 大 の 結 節 を 多 数 認 め た （ 写 真 １ ４ ，（ 写 真 １ ４ ，（ 写 真 １ ４ ，（ 写 真 １ ４ ，

１ ５１ ５１ ５１ ５ ））））。

⑦ 区 ： 特 異 所 見 な し

3)病 理 組 織 学 的 検 査

⑤ 区 の HE 染 色 は 、 眼 瞼 周 囲 の 腫 脹 部 で 肉 芽 腫 が 多 数 形 成 さ れ

て お り 、 野 外 発 生 事 例 と 同 様 で あ っ た （ 写 真 １ ６ ， １ ７（ 写 真 １ ６ ， １ ７（ 写 真 １ ６ ， １ ７（ 写 真 １ ６ ， １ ７ ））））。

⑦ 区 ： 特 異 所 見 な し

4)抗 体 検 査

ワ ク チ ン 接 種 鶏 全 て NDHI 価 が 、 ブ ー ス タ ー 効 果 に よ り × 4096

以 上 と な り 接 種 部 位 の 違 い に よ る 効 果 の 差 異 は 判 断 で き な か っ

た 。

5)再 現 試 験 ま と め

以 上 の 結 果 及 び そ の 後 の 状 況 か ら 、 頚 部 背 側 皮 下 の 肩 部 寄 り へ

の 接 種 で は 、顔 面 腫 脹 を 伴 う 事 例 は 発 症 し に く い と 考 え ら れ た（（（（ 写写写写

真 １ ８真 １ ８真 １ ８真 １ ８ ））））。



6)他 農 場 聴 き 取 り

管 内 で 同 様 の ワ ク チ ン 接 種 を し て い る 農 場 1 戸 で は 現 在 の と こ

ろ 顔 面 腫 脹 は 認 め ら れ て い な い 。

7)当 該 農 場 そ の 後

当 該 農 場 で は 、ビ タ ミ ン 添 加 等 ス ト レ ス 低 減 を 指 示 し た と こ ろ 、

悪 化 す る こ と な く 、 通 報 時 が 症 状 の ほ ぼ ピ ー ク で あ り 、 徐 々 に 治

ま っ た 。 ま た 、 産 卵 率 に お い て も 、 特 に 変 わ り な く 経 過 し た と の

こ と で あ っ た 。

当 所 と し て は 、 今 後 の 導 入 で の 同 ワ ク チ ン 接 種 時 に は 、 先 ほ ど

の 内 容 を 遵 守 す る よ う 指 導 し た と こ ろ 、 別 の ロ ッ ト で 9 月 末 に ワ

ク チ ン 接 種 を し た が 経 過 は 順 調 で あ る と の こ と だ っ た 。

【 考 察 】

鶏 で は 不 活 化 オ イ ル ア ジ ュ バ ン ト ワ ク チ ン 接 種 後 に 頚 部 や 胸 部 の

筋 肉 に し こ り （ 微 小 結 節 ） が で き た り 、 顔 面 が 腫 脹 し て 、 オ イ ル ア

ジ ュ バ ン ト に 起 因 す る 肉 芽 腫 あ る い は 肉 芽 腫 性 炎 と 診 断 さ れ た 報 告

が あ る 。 そ の よ う な 事 例 で は ワ ク チ ン を 頚 部 中 央 部 の 皮 下 に 接 種 す

べ き と こ ろ を 誤 っ て 筋 肉 内 に 接 種 、 あ る い は 頭 側 に 近 い 頚 部 皮 下 に

接 種 し て お り 、 ワ ク チ ン 接 種 失 宜 が 原 因 で あ る と し て い る 。

今 回 の 事 例 で は 、 78 日 齢 で ND･ IB･ IC(A,C 型 )の 混 合 不 活 化 ワ ク チ

ン が 接 種 さ れ て お り 、 98 日 齢 で 520 羽 中 約 100 羽 で 顕 著 な 顔 面 腫 脹

が 認 め ら れ た 。 し か し 、 ワ ク チ ン は 皮 下 に 接 種 さ れ て お り 、 接 種 部

位 も 頚 部 頭 側 で は な い こ と か ら 、 接 種 失 宜 か ど う か の 判 断 は で き な

か っ た 。 ま た 、 ワ ク チ ン の 使 用 説 明 書 に 副 反 応 で ま れ に 顔 面 腫 脹 が

認 め ら れ る 場 合 が あ る と 記 載 さ れ て お り 1 )、 ま た 、 以 前 の 副 作 用 情

報 に も 頚 部 上 部 の 皮 下 に 注 射 す る と 、 摂 餌 の 際 ワ ク チ ン 液 が 頭 部 に

流 れ 、 頭 部 が 腫 脹 す る こ と が あ る と の 記 載 も さ れ て い る の で
5)、 副

反 応 の 可 能 性 も あ る 。

い ず れ に し て も 、 今 回 見 ら れ た 肉 芽 腫 が 過 去 の 報 告 と 組 織 的 に 酷

似 し て お り 、 不 活 化 ワ ク チ ン 接 種 か ら 肉 芽 腫 形 成 ま で の 時 間 経 過 に

つ い て 、 つ じ つ ま が 合 う こ と 、 脂 肪 染 色 で ズ ダ ン Ⅲ 陽 性 顆 粒 が 認 め

ら れ た こ と か ら 、 不 活 化 ワ ク チ ン に 含 有 さ れ る オ イ ル ア ジ ュ バ ン ト

に 起 因 す る ア ジ ュ バ ン ト 肉 芽 腫 と 診 断 し た 。

今 後 も ワ ク チ ン 接 種 時 に は 鶏 の 状 態 を よ く 観 察 し 、 適 切 な ワ ク チ

ン 接 種 に つ い て 遵 守 す る よ う 、 引 き 続 き 指 導 し て い き 、 養 鶏 農 家 の

経 営 安 定 に つ な げ て い き た い 。

最 後 に 、 再 現 試 験 に あ た り 試 験 鶏 や 資 材 に ご 協 力 い た だ い た 畜 産

試 験 場 養 鶏 研 究 所 に 深 謝 い た し ま す 。
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